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研究成果の概要（和文）：外国語日本語学習者は，オノマトペの音を行動や感覚に結びつけて習得するのではな
く，一般の語彙として習得すると仮定される。本研究では，中国人日本語学習者を対象に，語彙知識が擬音語と
擬態語の習得に別々に寄与していることを構造方程式モデリングの統計手法で検証した。また，中国人日本語学
習者は，日本語母語話者のようなオノマトペの基本義から拡張義への意味拡張による習得という連続的な順序性
がないことも実証した。外国人日本語学習者においては，オノマトペを感覚的に習得する可能性は低く，むしろ
一般語彙として習得していると考えられる。

研究成果の概要（英文）：It is assumed that learners of Japanese as a foreign language acquire 
onomatopoeia as vocabulary rather than connecting them to behavior and senses. Using the statistical
 method of structural equation modeling (SEM), the present study suggested that lexical knowledge 
contributes separately to the acquisition of sound-imitation onomatopoeia and sense-mimic 
onomatopoeia among native Chinese speakers learning Japanese. It was also demonstrated that, unlike 
native Japanese speakers, native Chinese speakers learning Japanese did not have the continuous 
sequence of acquisition via semantic expansion from the basic through to extended concepts of 
onomatopoeia. Therefore, it is unlikely that onomatopoeia is unlikely acquired sensorially by 
learners of Japanese as a foreign language, but rather as general vocabulary.

研究分野：外国語としての日本語習得

キーワード： オノマトぺ　語彙知識　擬声語　擬態語　意味拡張　構造方程式モデリング　決定木分析

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語として日本語を学習する場合，オノマトペの習得はきわめて難しいといわれている。それは，日本語母語
話者のように，オノマトペの音を行動や感覚に結びつけて習得するのではなく，一般の語彙として習得するかだ
と考えられる。本研究では，中国人日本語学習者を対象に，語彙知識が擬音語と擬態語の習得に別々に独立して
寄与していることを実証して，日本語学習者にとってオノマトペが「擬音語から擬態語へ」という意味拡張によ
って獲得されるのではないっことを証明した。つまり，第２言語習得の条件では，オノマトペが感覚的に習得さ
れる可能性は低く，むしろ一般語彙として習得していることを実証した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

日本語のオノマトペは幼児期の感性的体験をもとに意味拡張によって習得されるといわれて

いる。実際，Akita（2009）は，野地（1973－1977）が収集した幼児の発話記録データから各年齢

の幼児のオノマトペの出現回数を調べている。その結果，日本語を母語とする幼児のオノマトペ

産出について「臨時的擬音語＞擬音語＞擬態語＞擬情語＞一般語」という語彙的類像性の階層を

提案した。そして，語彙的類像性の高い擬音語から低い擬態語へとオノマトペを獲得していくと

報告している。しかし，日本語を第２言語（L2）あるいは外国語として習得する日本語学習者が，

感覚象徴に基づいて日本語のオノマトペを習得するかどうかについては，対立した議論がある。

王（2011）は，日本語母語話者と中国人日本語学習者に 36 語のオノマトペに対しての感覚評価

を求めた。その結果，中国人日本語学習者は日本語オノマトペに内在された有声・無声音に関す

る「重い－軽い」「強い－弱い」「気持ちよくない－気持ちよい」「うるさい－静か」「悪い－よい」

の評価が，日本語母語話者と一致したと報告している。一方，中国人日本学習者は，感覚象徴的

な特徴から日本語のオノマトペを習得できず，それらを一般語彙として使用しているという報

告がある（中石, 2012）。また，飯田（2013）は，日本語を学習したことのない中国語および韓国

語母語話者に日本語のオノマトペを音声提示して４つの動詞からオノマトペと共起する適切な

動詞を選ぶ調査を行ったが，結果はほぼランダムであった。さらに，飯田・玉岡・初（2012）は，

中国人日本語学習者を対象に，読解テストとオノマトペ理解テストを実施した。その結果，オノ

マトペの意味理解は読解とは関係が強く，読解能力の高い学習者のほうがオノマトペをより良

く理解していた。この結果は，L2 の場合は，日本語のオノマトペが学習によって習得される語

彙であることを示している。それなら，中国人日本語学習者には，幼児期に日本語オノマトペの

感覚象徴を形成する期間を持たないので，「擬音語から擬態語へ」などの意味拡張による習得と

いう流れはないと思われる。本研究では，以上の仮説を検討することにした。 

 

２．研究の目的 

日本語を母語（L1）として成長する幼児は，保護者との対話などを通じてオノマトペを習得す

る。それらを基本的な語彙と対応させながら擬音語から擬態語へと直列的な因果関係で習得が

進むと予想される。一方，外国語として日本語を学習する場合（L2）は，幼児期の感覚的な言語

形成期間を持たないため，オノマトペの感覚を特定の名詞や動詞と結び付けて表現することが

容易ではなく，「擬音語から擬態語へ」という意味拡張による習得の流れは生じないと予想され

る。そこで本研究では，中国人日本語学習者を対象に，語彙知識が擬音語と擬態語の習得に別々

に寄与していることを検証した。また，中国人日本語学習者は，日本語母語話者のようなオノマ

トペの基本義から拡張義への意味拡張による習得という連続的な順序性がないことも検証する。

外国人日本語学習者においては，オノマトペを感覚的に習得する可能性は低く，むしろ一般語彙

として習得していると考えられる。そこで，本研究では，中国および日本の大学に在籍する中国

人日本語学習者を対象にオノマトペの習得過程について検証する。 

 

３．研究の方法 

語彙およびオノマトペの能力テストを実施して，決定木分析（decision tree analysis）および構

造方程式モデリング（structural equation modelling，以下，SEM）の手法で分析する。決定木分析

は，複数の独立変数（説明変数）から特定の従属変数（目的変数）を予測する分析である。より

有意に従属変数を予測する独立変数から順に，階層的に要因を樹形図で描いてくれる。樹木の上



部は下部より予測力が強い要因であり，下部の要因と上部の要因との相互作用が有意な場合に

は，さらに枝が伸びる。また，樹形図に含まれない独立変数は有意に従属変数を予測しないこと

を意味する。本研究では，各種のオノマトペの正答・誤答を予測する分析を行った。直接に測定

できない潜在変数を観測変数で調べる。本研究では，語彙知識を潜在変数としいて，触覚オノマ

トペと触覚以外のオノマトペの習得への因果関係を構造方程式モデリングの統計手法で検討す

る。 

 

４．研究成果 

日本語の語彙知識と日中オノマトペの音韻類似性という２つの要因に焦点を絞ってオノマト

ペの習得を考察した。具体的には，中国人日本語学習者を対象に，テストによって語彙知識を測

定した。さらに，擬音語（「がんがん缶を打ち鳴らす」）と擬態語（「頭ががんがん痛む」）として

使用される同一のオノマトペ（擬音・擬態両用のオノマトペ）の理解をテストによって測定した。

そして，外国語としての日本語の擬音語と擬態語の習得に，日本語の語彙知識と日中の音韻類似

性がどう影響するかを検討した。擬音語と擬態語の習得に影響する諸要因を検証するために，

（１）擬音・擬態語の違い，（２）語彙知識（上位・中位・下位の３群），（３）擬音語の音韻類

似性（「高類似」「中類似」「低類似」「超低類似」の４グループ）の３つの独立変数でオノマトペ

の正誤を予測する決定木分析（分類木分析; IBM SPSS Decision Treesの統計解析ソフトを使用）

を行った。決定木分析の結果，擬音語と擬態語の違いが最も強い要因であった。擬音語は54.9%

の正答率であったが，擬態語は34.9%の正答率でしかなかった。本研究の中国人日本語学習者と

同様に，英語を母語とする日本語学習者を対象とした研究でも擬音語のほうが擬態語より習得

されやすいことが報告されている（岩崎・ヴィンソン・ヴィリョコ2005）。擬音語と擬態語の習

得には別々の要因が影響していることが決定木分析で示されたので，擬音語と擬態語の正誤を

決める要因について別々に考察していく。 

擬音語の習得では，擬音語の音韻類似性が有意な予測変数となった。高音韻類似性を持つ擬音

語は最も学習者に理解されやすく，正答率が 78.0％に達した。「高類似」グループの擬音語の習

得には語彙力の影響がみられなかった。中類似度（「ぱちぱち」「つるつる」「さらさら」）と低類

似度（「こつこつ」「ぺたぺた」「ばらばら」）を示したオノマトペの正答率は 58.3％とこちらも比

較的高かった。これらのオノマトペには，さらに語彙力が有意な予測変数となった。上位群・中

位群の正答率が 64.5％であるのに対して，下位群の正答率は 44.2％であった。中位・上位群の学

習者は下位群より「中・低音韻類似」グループの擬音語をよりよく習得していた。一方，「超低

類似」グループの擬音語の正答率はわずか 38.3％であった。「超低類似」グループに属する「か

ちかち」「がたがた」「びりびり」「ばたばた」の４語は中国語の擬音語の発音とかなり異なって

おり，学習者は母語からこれらのオノマトペの意味を推測し難かったと思われる。また，語彙知

識にも有意な違いがみられた。上位群の正答率は 50.0％で，中位群・下位群の正答率はわずか

32.3％に過ぎなかった。 

擬態語の習得では，語彙知識の影響が最も強い予測変数であった。上位群の正答率は 46.9％

で，中位群・下位群の正答率は 28.7％と低かった。次に，日中での音韻類似性の影響もみられた。

なお，音韻類似性は，日本語の擬音・擬態両用のオノマトペが擬態語として使用される場合と中

国語の擬音語との音韻的な類似性である。上位群の学習者は，音韻類似性が有意な予測変数とな

った。擬態語の音韻類似性の影響で擬態語が２つのグループに分けられた。「中類似性」と「低

類似性」の擬態語は，正答率が 54.2.％であった。「超低類似性」と「高類似性」のオノマトペの

正答率は 39.6％となった。また，語彙知識が中位群・下位群も擬音語の音韻類似性が有意な予測

変数となった。高音韻類似性のオノマトペが擬態語として使用された場合，学習者全体の正答率

が低かった。日本語の擬音語であれば，中国語の発音の似た高音韻類似性の擬音語から類推して

容易に意味が理解できるが，擬態語の場合は中国語には存在しないため，日本語の擬態語の意味

を推測できなかったのであろう。また，また，上位群は，もともと高い語彙知識を有しているの



で，超低音韻類似性のオノマトペであってもある程度高い理解を示すと思われたが，正答率が低

かった。 

決定木分析の結果，日本語を外国語として学習する中国人日本語学習者は，同じオノマトペで

あっても，擬音語としての使用のほうが擬態語としての使用よりも正答率が有意に高かった。日

本語を学習する経験のない日本語非母語話者（フランス語話者，英語話者）も，擬態語より擬音

語の意味を正しく推測しやすいことが報告されている（Frei 1970，Iwasaki, Vinson & Vigliocco 

2007）。そのため，擬音語としてのオノマトペの使用のほうが擬態語よりも習得しやすいようで

ある。さらに，本研究は，擬音語と擬態語の習得に及ぼす主要な要因が異なっていた。擬音語の

習得では，音韻類似性が強い予測要因となった。音韻類似性の高い擬音語のほうが日本語学習者

に理解されやすい。12 語の擬音語は「高音韻類似」「中音韻類似・低音韻類似」「超低音韻類似」

という３つのグループに分けられた。まず，「高音韻類似」の擬音語の正答率は高く，母国の中

国語からの音韻面での促進効果がみられた。しかし，日本語学習者の語彙知識の影響がみられな

かった。これは，中国語の擬音語から日本語の擬音語が容易に推測できたためであろう。一方，

「中音韻類似・低音韻類似」と「超低類似」の擬音語の正答率は低く，語彙知識の影響がみられ

た。中国人日本語学習者は日本語母語話者のように聴覚的なイメージに基づいて擬音語を理解

することができず，また，中国語で似ている発音の擬音語から意味を類推することも難しいので，

語彙知識として習得することになり，それが日本語学習者の語彙知識に反映されたのであろう。 

一方，全体的に擬態語の正答率が低かった。擬態語の習得は，語彙知識が最も強い要因であっ

た。特に語彙知識に乏しい中位群・下位群の学習者は擬態語の正答率が低かった。また，一見す

ると逆傾向と思われるような語彙知識の違いによる音韻類似性の影響がみられた。これは，日中

の擬音語の音韻類似性も擬態語の習得に影響を与えていると考えられる。「ばんばん」と「がん

がん」の２語は，音韻類似性が高いにもかかわらず，擬態的な意味を理解するのがきわめて難し

かった。「ばんばん」（擬音語が 69.3％－擬態語が 12.2％＝57.1％の差）と「がんがん」（擬音語

が 86.3％－擬態語が 35.9％＝50.4％の差）の擬音語と擬態語の使用での正答率の差は 50％以上

であった。これには２つの理由が考えられる。一つは，音韻類似性が高い場合には，語彙知識の

上位群・中位群・下位群にかかわらず，中国人日本語学習者は中国の発音に似た擬音語“梆梆 

/bang bang/”と“咣咣 /guang guang/”がすでに存在しており，それぞれ「ばんばん」と「がんがん」

と発音が似ているため，日本語でも擬音語としてのみ解釈して，擬態語としての使用を想定しな

かったためではないかと思われる。もう一つは，日本語学習者が高音韻類似性の日本語の擬音語

をすでに習得しているとすれば，同じオノマトペが擬態語としても使用できるとは考えなかっ

たからではないかと思われる。既知の擬音語が擬態語として提示されると，擬態語のほうは誤っ

ていると判断し，結果として擬態語の理解を抑制するように影響して，正答率を低くする結果に

なったと考えられる。 

構造方程式モデリングで触覚オノマトペと触覚以外のオノマトペの習得について因果関係の

解析を行った。SEM の分析結果を，図１に示した。モデルの標準化推定値はすべて高く，0.1%

水準で有意であった。まず，観測された名詞，形容詞，動詞，機能語という 4 つの独自因子（unique 

factor）から語彙知識という共通因子（common factor）を説明する因子分析を行った潜在変数の

語彙知識を構成する名詞，形容詞，動詞，機能語の標準推定値がそれぞれ 0.85，0.75，0.85，0.77

と高かった。語彙知識から触覚オノマトペの習得（β=.46, p<.001）へ，および語彙知識から触覚

以外のオノマトペ（β=.35, p<.001）への間には有意な因果関係がみられた。語彙知識が触覚オノ

マトペの習得と触覚以外のオノマトペの習得を別々に支えていることが示された。以上の SEM

による因果関係の解析結果からわかるように，触覚オノマトペと触覚以外のオノマトペの習得

には有意な因果関係がない。第 2 言語におけるオノマトペの習得には，「触覚から触覚以外へ」



の習得の連続性がないと考えられる。 

 

図１ SEM によるオノマトペの習得における因果関係 

注：N=141. *** p<.001. 矢印の数値は標準化パス係数（β）を示す。 

 

オノマトペは，メタファー・メトニミーなどに動機づけられて，語彙は具体的・身体的経験か

ら抽象的概念・心的事象へと意味拡張して多義語となると仮定されている（山梨, 2012；深田他, 

2008）。これが，第 2 言語（外国語）における日本語のオノマトペの習得においても一般化でき

るかどうかを，プロトタイプとしての触覚オノマトペから，その拡張と想定される触覚以外へと

オノマトペの習得に連続性があるかどうかを検証した。中国人日本語学習者が日本語のオノマ

トペを習得する場合，語彙知識が触覚オノマトペと触覚以外のオノマトペの習得を個々に独立

して促進しており，「触覚から触覚以外へ」というオノマトペの意味拡張による習得の連続性は

みられない。本研究の結果から，第 1 言語と第 2 言語におけるオノマトペの習得プロセスは異な

る可能性があると考えられる。第 2 言語習得の場合，中国人日本語学習者は音象徴への感受性に

よりオノマトペを習得しているとは考え難く，逆に，一般語彙の習得がオノマトペの習得を促進

していると言えよう。そのため，教室内の習得を主とする中国人日本語学習者は日本語を母語と

する幼児のように個々のオノマトペに対する感性が培われる幼少期を持たないため，上級日本

語学習者であっても，日本語オノマトペの意味を十分に理解して正しく使えないようである（張, 

1989；中石他, 2011）。そのため，日本語のオノマトペの語彙習得という観点からは，飯田他（2012）

が指摘しているように，中国人日本語学習者はオノマトペを一般的な語彙として学習している

のではないかと思われる。 

本研究の結論として，日本語を母語とする幼児は意味拡張によってオノマトペの多義性を習

得していると思われるが，このようなオノマトペの多義性が，第 2 言語習得の条件では，認知言

語学で言われているような意味拡張による習得にしたがっていないことが示された。 
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